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尾道市立大学で
の学び
尾道市立大学 芸術文化学部
日本文学科
三年生 田中杏奈
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自己紹介
○学部学科
芸術文化学部 日本文学科
○出身地
岡山県岡山市
○母校
岡山県立瀬戸高等学校
○研究分野
中古文学…『伊勢物語』を中心に
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発表内容

入学前の私 入学後の私

本学、本学科を
選んだ理由と特徴

13



入学前の私
○本学を志望した理由
・中学校の国語教員を志望。

・教育学だけでなく、国語の専門知識を会得した教員になりたい。

・「芸術文化学部」なので、美術についても学べる。
→芸術全般大好きな私にとっては大変魅力的な大学！

・「文学の街」と呼ばれる尾道の地で文学を学べるという特別感。
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入学後の私
○本学に入学して新たに発見したこと
・尾道に詳しくなれる講義がある。
→小津安二郎の映画、因島での伝承など

・上代（万葉集の時代）から近現代まで幅広い時代の文学が学べる。

・教職課程を選択することで、教材研究や実践研究を学べる。
→国語科の授業づくりの面白さを知る。
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私の時間割
月 火 水 木 金

１ 日本美術史Ⅰ 尾道学入門

2 比較文学 演劇の歴史と
鑑賞

特別活動及び
総合的な学習
の時間の指導

法

瀬戸内文化論

３ 民俗学Ⅰ 文芸創作入門Ⅰ

４ 教育課程論 国語科教育法Ⅰ 日本文学講読Ⅳ
（近世）

５ ゼミ
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入学後の私
○高校時代から成長できたこと
・ゼミを通して『伊勢物語』を中心に、中古文学に詳しくなれた。

・教職課程を選択することで、国語科教育や教育課程、教育心理、
学習指導要領についてなどの認識がより確かなものになった。

・ブライダルのアルバイトや学習支援ボランティアを通して、教職課
程での学びを関連付けて、子どもから大人まで、人との関わり方や
傾聴スキルなどを身につけることができた。
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これからの私（今後の展望）
・ゼミにおいて『伊勢物語』についての研究テーマが見えてきた。
→卒論に向けて、研究を深める！

・中学校国語教員になるために、教員採用試験の対策を行う。
→一次試験の対策や模擬授業を、教授の指導を受けながら進める。

・国語科教員としての専門的な知識や教育の知識をより深める！
→毎日の講義を大切にする。
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高校生のみなさまへ
・日本文学科は人数が少なく、学生同士の仲が良い！
→教員一人あたりに対する学生の人数が少ないため、マンツーマン
指導を受けることができる！同学年同学科全員と友だち！

・尾道はいいところ！
→千光寺や古本屋さん、喫茶店など風情や楽しみがある環境で学ぶ
ことができる。休日も充実！
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ご清聴、
ありがとうございました！

20




